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 要 旨   

目的： 

デンマーク、フィンランド、スウェーデンにおけるアルコール障害患者の死亡率と平均

寿命を明らかにする。 

 

方法： 

デンマーク、フィンランド、スウェーデンにおいて 1987-2006 年の間にアルコール障

害で入院した患者（1,158,486人年）を含む住民登録のデータを用いた。 

 

結果： 

一般の住民に比べて、アルコール障害の患者は寿命が24-28年短かった。1987年から

2006年にかけて、一般住民とアルコール障害の患者との寿命の差は、男性は三カ国と

も増加し（デンマーク1.8年、フィンランド2.6年、スウェーデン1.0年）、女性ではデン

マーク（0.3年）で増加したがフィンランド（-0.8年）とスウェーデン（-1.8年）では減

少した。アルコール障害患者の死亡率は、総死亡(死亡率比3.0-5.2)、外因死を除く総死

亡(2.3-4.8)、自殺(9.3-35.9)と高かった。 

 

結論： 

アルコール障害で入院した患者の平均寿命は男性で 47-53歳、女性で 50-58歳であり、

一般住民と比べて 24-28年短かった。 

 

 

 

 

 


